護謨具抄
　
　
龍之介＃３２
　
　
　夕暮れの監督生室。窓から差す茜色の陽光を背に、千堂伊織は机を囲んで座る面々を見渡しながら、告げる。
「では、これより生徒会へと持ち込まれたある案件について議論をしたいと思う」
　伊織の制服からガサッという音が鳴り、ビニール袋が取り出される。
「これだ」
　透明な袋に入ったそれを、伊織は立ち上がって机の中央に置く。
　
　時計回りに、伊織の横に東儀征一郎。角を挟んで東儀白、支倉孝平。六年生二人と向かい合う対面に悠木かなで。その隣は空席の椅子。また角を挟み、紅瀬桐葉、千堂瑛里華、と続く面々がその中身を注視する。
　全員の視線の先にある物は、細長い袋状の、ゴム、正確にはラテックス製の何か。輪っかを作って終端部を通す、というやり方で縛られているその物の先端、突起のようになっている部分には、少量の白い、片栗粉を溶いたような液体が入っている。
　
「流石に分からないって人はいないと思うけど」
「分からないわ」
　立て続けにその物の単語を言おうとした伊織を、桐葉の冷たい声が遮る。
「後で説明する。……オホン、大概の人は知ってると思うけど」
　咳払いを一つ、言い直す。
「コンドーム、カッコ使用済み。だね」
　にこやかに言って、生徒会長はパチッと一つ、ウィンクを決めた。
　
　
　
「……で、これの何を議論しろと？」
　伊織が着席するのを待って、征一郎が口を開く。
「あ、肝心なことを言ってなかったね」
　言われて思い出した、という顔をする。
「これはね。青砥先生から渡されたんだ」
「へー、いおりんとのりぴーってそういう仲だったんだぁ」
　かなでが興味深そうに身を乗り出す。
「うん、そうだよ」
　涼しい顔で伊織が返す。
「おおっ！　熱愛宣言！　最近はそういうのも好きな子いるもんねー。もっと女子人気出るよ、いおりん！」
「いやあ、ハハハ。まいったね、どうも」
　かなでと伊織の笑い声がコンドームを挟んで高らかに上がる。
「いいから先に進めんか、伊織。悠木も少し自重しろ」
　腕を組んだ征一郎の声が飛ぶ。
「へいへい」
「ごめんなさーい」
　そんな二人を横目に、征一郎が続ける。
「で、何で青砥先生から生徒会室に持ち込まれたんだ？」
「実はね、それを最初に見つけたのは志津子ちゃん、天池先生だったらしい。場所は礼拝堂のすぐ側の茂み。清掃作業中に見つけたとのことだ。で、もちろん彼女は『学院の敷地内でこんな行為は許せません！』となるわけだけど……そこに青砥先生が通りかかる」
「ふんふん」
　今度は大人しく話を聞いているかなでが先を促す。
「今すぐ職員会議にかけようかという天池先生を青砥先生は止めた。『これは、僕に預けてくれませんか』ってね。……で、何故か俺に渡してきたんだよ。『議論してくれ』と」
　結局のところ、これの何をどう議論すればいいかは当の伊織本人にも分からないということだ。
「ふむ。経緯は分かった。しかし、よくシスターはそれで納得したな」
　頷いた征一郎に、伊織が付け加える。
「しかるべき人間にちゃんと言って、その結果もきちんと報告する。ということで納得してもらったそうだよ。だから、投げられた我が生徒会としては、何かしらの報告を挙げなくちゃいけないってことさ」
「困った問題請け負ってきてくれたわねぇ。まあ、職員会議にかけられるよりは何百倍もマシだけど」
　瑛里華が仕方ないという顔で笑う。
「そうだね。自由恋愛大いに結構。だが、節度は守ってもらないとね。ということで、我々生徒会と、風紀委員会、美化委員会の面々でこの問題点と、静観するのか、対策を立てるのなら具体的にどうするのか、という辺りを話し合おうじゃないか！」
　伊織のかけ声で、ようやく監督生室が会議の色を帯びる。
「あ、だからわたしが呼ばれてるんだ！」
　今気付いたとばかりに、かなでは手を打った。
　
　
　
「で、美化委員長は？」
　伊織はかなでが座っている横の空席に目を向ける。
「あれ？　わたしも呼んだんだけどね」
　風紀委員長であるかなでも、誰も座っていない椅子を見る。
「まあ、いいか。とりあえず欠席のまま進めよう」
　伊織の、続いて全員の視線がまた机の中央に戻る。
「……で、これはいったい何なのかしら？　その説明をまだ頂いてないんだけど」
　たまたま請われて、孝平、瑛里華と生徒会の手伝いをしていたところに伊織達が現れ、そのままオブザーバーとして会議メンバーに組み込まれてしまった紅瀬桐葉。彼女が場の落ち着いたのを見て口を開く。
「ホントに知らなかったのか。保健体育の授業でやらなかった？」
「……保健体育？　そんな授業あったかしら？」
　伊織の質問に、桐葉は首をかしげる。
「まったくもう……」
　横にいた瑛里華が小声で説明する。流石に性行為、精液、妊娠、といった基本知識は持っていたので、説明はあっさりと終わった。
「成る程……これで子種が中へ入らないようにするのね。よく考えること」
　恥ずかしがるでもなく、袋に入ったコンドームをしげしげと見る桐葉。
　それにしても、大胆な行動をする子もいたものだと思う。性に対して開放的な、昔の農村だったらよくあることだったが、現代ではよしとされないことだ。
（それでも、妊娠しないようにしているのであれば……）
　今も昔も、子供が出来るということは多かれ少なかれ周囲に影響を与える。そこを分かって避けているのなら、後はどうなろうと当人同士の問題だ。
「で、紅瀬ちゃんとしてはこのことに関して何か言うことはあるかい？」
　伊織が話を振る。
「避妊しているのなら、別に問題はないんじゃないかしら？」
　桐葉はあっさりとした言葉を返す。
「ふんふん。成る程」
　伊織はそれ以上何も言わず、征一郎は手元の紙にさらさらと何かを書き記した。
　
　
「いやあ、やっぱり風紀委員長としてはかなり問題あり、だね」
　続いて発言をしたのはかなでだった。
「妊娠の危険がなければいいって問題じゃないと思う。これはれっきとした風紀の乱れだよ！　誰かに見られる危険性だって大きいし、その場合は見た人に悪影響が出る場合だってあるんだよ？」
　言いながら、かなでは思う。やっぱりヒナちゃんは連れてこなくてよかった、と。こんな汚らしい物、今はまだ目に触れさせたくない。美化委員からも一人出席させるという話をいおりんから聞いた時、真っ先にヒナちゃんの顔が浮かんだ。美化委員長に断って代表者をヒナちゃんにしてもらおうかとも一瞬考えたが、やはりそこは自分が口を出すことではないと思い止まったのだ。正解だった。
（そういえば……ヒナちゃんとこーへーって付き合ってるけど、その辺どうなんだろ？　もうしちゃってたり……いやいや！　こーへーは真面目だし、ヒナちゃんは清楚だし、やってないやってない！）
　心の中でちぎれるほど首を振ったかなでは、頭からその考えをどけて話を続ける。
「それに、したいんだったら寮の自室でやればいいんだよ。寮長として、それは問題ないと思うな。防音は結構しっかりしてるし、お風呂にもすぐ入れるからそっちの方が清潔だしね」
「行為自体は問題なし。場所をわきまえろ、と」
　征一郎が口と手を動かす。
「そうだね。実際寮でしてる子もいるだろうし、人に迷惑かけなければ何も言わないよ」
　かなでは頷く。
（それにしても、誰と誰だろう。礼拝堂のすぐ側で行為に及んだ不届き者は。判明したら風紀シール百枚の刑だ！）
　今夜部屋に戻ったらその時のためにシールを増産しなければ、と心に誓うかなでだった。
　
　
「じゃあ次。礼拝堂でお手伝いに勤しむローレル・リングの代表者、東儀白嬢から、何かあるかい？」
「えっ？　わ、わたしですかっ？」
　急に伊織から振られ、白が慌てる。
「えと……」
　机の中央に鎮座する袋の中身を見る。初めて目にするコンドーム。保健体育の授業で軽く触れられた程度で、そういったことに免疫のない白にとっては未使用状態の物でも刺激的なのに、使用済みのそれはあまりにも生々しく、正視すると意識が飛んで行ってしまいそうだった。
　自分にはまだ早い物、という認識はある。自分の体型は、まだ子供のそれだ。心もまだ、人を好きになるという感情はまだよく分からない。
　でも……と、ビニール袋の中身をちらっと見る。同じ学校に通う生徒で、年もそう違わない人が、現に性行為を行っている。しかも屋外で。その事実を突きつけられている。
　心の中で、もやもやと漠然とした興味のような何かが生まれるのを感じる。
「あまり見るんじゃない、白。目に毒だ」
　赤くなりながら視線をその周囲に漂わせていた妹を見かねて、征一郎が口を出す。
「……あ、はい。兄さま」
　コンドームを見ていた自分を兄の声で自覚した白は、更に頬を赤くして俯く。
「その……」
　それと同時に、発言を促されていたことも思い出し、言葉を紡ごうとする。
「やはり、礼拝堂の周りでそういうことをされるのはちょっと……あまり重要視されていないとはいえ、神聖な場所であるとシスターからよく聞かされていますし、それに……もし雪丸がかじってしまったりしたらと思うと……」
　ウサギはその辺の物をかじりたがる習性があることを思い出し、付け加える。
「そっか。あそこには雪丸がいたんだったね。確かに危険に違いない」
　伊織が腕を組みながら首肯する。
「ゴミは持ち帰る。最低限、それだけはしてもらわないと駄目だね」
　
　
　支倉孝平は固まっていた。「そういえばお茶を淹れてませんでした」と、白ちゃんが給湯室へ急ぐ様子を横目に見ながら、掌に無数の汗を、喉には砂漠のような乾きを、同時に感じていた。
　間違いない。平静を装いながら、彼の目は机上に置かれたコンドームと、数日前の行為を映していた。
　その日、彼と彼女はお互いの所用が重なり、偶然礼拝堂で二人きりになった。周りに誰もいないことと、最近忙しくて中々時間が取れなかったせいもあって燃え上がってしまい、まだ日が高い時分でもあったというのに、傍らの茂みで行為に及んでしまった。
　そして、性器を拭いたティッシュと、使い終えたコンドームをポケットに仕舞って立ち去ろうかとしたその刹那、礼拝堂から自分達の方へ誰かが歩いてくる気配がしたのだった。慌ててお互い別の方向へと走り去って、その場は事無きを得たのだが、気が付くとポケットにはティッシュしか入っていなかった。だが、拾いに戻るわけにも行かず、今日この日を迎えるに至ってしまったわけだ。
　他にあそこでやった人間がいて、うっかりコンドームを落として帰った、という可能性は極端に低い。どう考えても自分以外にはいないだろう。参った。よりにもよってシスター天池に見つかり、挙げ句の果てにこの場で話し合われるとは。
　ばれやしないだろうかという不安の中、かなでさんや白ちゃんに言われた言葉の一つ一つが胸に刺さる。一刻も早くここから逃げ出したい。そんな気分だった。
　給湯室から戻ってきた白ちゃんがお茶を配る。手伝いたいところだったが、心境的にそれどころではない。
「ではお茶も各自に届いたところで……支倉君、君の意見を聞こうじゃないか」
　いつ来るかと思っていたものが遂に来た。「それ、自分が使った物です」と素直に言うことも頭をよぎるが、今も昔も付き合っている女の子は陽菜一人だけ。しかもここにいる全員が知っていることだ。彼女と一緒に頭を下げるのならともかく、今ここで言うわけにはいかない。
「学院敷地内の、公の場、しかも屋外で行為に至ることは……確かにいけないことだと思います。でも、この一件だけで……例えば張り紙で注意を促すとか、教職員や風紀委員で見回りをする、といった行動を取る必要はないかと」
　掌の汗や、努めて平静を装っていることを悟られないかとひやひやしながら、孝平は生徒会役員としての意見を述べる。
「まあそうだね。こういうことが続いたり同時多発的に起こったりしないんなら、一生徒……いや、二人か。の突発的な暴走なんだろうと思うしね」
「だが……」
　
　
　伊織の言葉に征一郎が何か言おうとしたそんな時。
「遅れてすみませんっ！」
　監督生室のドアを勢いよく開けて入ってきたのは、
「えっ？　ヒナちゃん！」
「ウェルカム、トゥー、カントクセイシツ！　悠木妹」
　息を切らせた悠木陽菜だった。
　
「委員長が出席するはずだったんですが、急用で出られなくなりまして……代わりに私が。連絡を受けて急いで来たんですが、委員会の活動中だったので……」
　メイド服を身にまとったまま、頭を下げる。白鳳寮から新校舎への間にある霜星馬場での清掃活動中に連絡を受け、着替える暇もなく駆けてきたのだ。四年坂を駆け上がるのは、運動が割と得意な方であるとはいえ、かなりきついものだった。
「オーケー、オーケー。そんなに急いで来なくてもよかったのに。まあ、着席してくれたまえ」
　伊織に促され、陽菜はかなでの隣に座る。そして顔を上げたところに飛び込んでくる、
（コ……コンドーム！）
「驚かせてすまない。これは礼拝堂の側の茂みで見つかったものでね。そのことに関する意見を皆で出し合っていたところだったのさ」
　目を見張ったのを驚きと取った伊織は、一言詫びて説明する。
「ヒナちゃん、見ちゃだめっ！」
　かなでが広げた掌を横から陽菜の目の前に突き出し、視界を削ぐ。
（礼拝堂……ということは……やっぱり……）
　陽菜はそっと、孝平に目を向ける。
　すまなそうな色を帯びた彼の目が、そこにあった。周りに誰もいなかったら土下座でもしそうな雰囲気だ。
（でもこの雰囲気だと……使ったのが誰かは、ばれていないみたいね。よかった……）
　心の中で胸をなで下ろす。もし、自分が来る前にあれが孝平君の物だとばれていたら、彼女である私との行為で使われたのだということも同じく知られるはずだ。それを知っていて知らないふりをしている雰囲気はない。特にお姉ちゃんは黙っていないはず。
「急で悪いんだが、美化委員会の代表として、何かあるかな？」
　運ばれてきたお茶で喉を潤すのを見てから、生徒会長が尋ねてくる。「すいません、私です」と頭を下げることも考えるが、彼が何も言っていないのだとすると、ここは敢えて言うことはないと考える。
「美化委員会としては、建物を汚さず、ゴミを放置しないのであれば、何も言うことはありません」
　私情や倫理を一切排し、ただ美化委員会としての見解だけを述べる。視界の隅で、孝平君が息を吐き出すのが見えた。
　
　
「そういえば征、さっき何か言いかけてなかったかい？」
　伊織が隣を見る。
「ああ」
　頷いた征一郎は、中指で眼鏡を直す。
「支倉の言うように、生徒会として何か行動を起こす必要はないだろうし、紅瀬や悠木の言う通り、避妊をし、周囲を汚さないのであれば問題はないだろう。だが……」
　征一郎の言葉を、伊織が勝手に継ぐ。
「真面目な征ちゃんとしては看過できない。と」
「勿論だ」
　征一郎が腕を組む。
「……と言いたいところだが、屋外で性行為をしてはならないという校則があるわけでもない。周囲に迷惑をかけてもいないし、校則違反でもない。責められるのはこれを残していったことだけだ。行為を行った人間が分かっているならともかく、話し合いの末黙認、というのが妥当だと思う」
　征一郎は目を閉じながらお茶を一口含む。
「だが」
「まだ続くのかい？」
　隣から入る茶々を無視し、続ける。
「問題なのは衛生面だ。屋外は雑菌が多い。避妊具を使った男子生徒の方はそれで大丈夫だとしても、女子生徒の方が心配だ。デリケートな器官だからな。何事もなければいいが」
「そうよっ！」
　
　
　征一郎の言葉が終わるかどうかというところで、机を叩かんばかりに声を上げたのは副会長の瑛里華だった。
「人に見られるかも知れない、雑菌が入るかも知れない、倒れたら怪我をするかも知れない、そんなところで行為に及んで、その上ちゃんと後始末をする暇もないくらい慌ただしく立ち去るだなんて、女の子のことを考えない自分本位な行動よ！　校則や生徒会云々は抜きにして、一男性として、これは断罪されるべきだわ！」
　学院内での恋愛は大いに歓迎されるべきだと思う。それもまた楽しい学院生活の一部だと思うからだ。そして、その延長としてのエッチ。これもまた、大いに歓迎とまでは勧めないが、大事な行為でもあるし、妊娠しないようにと注意を払うのであれば構わない、と思う。だが、それは人に迷惑をかけないことが前提だ。その『人』とはパートナーも含める。お互いの心と体を思いやることが出来てこそ、性行為は是とされる。そう思っている。
「まあまあ。盛り上がった男女はそう簡単には止まらないものさ」
　ヒートアップしていく妹を、兄がなだめる。
「それにだね、もしかしたら女の子の方から誘ったという可能性も……」
「それだって、自分の身体のことを顧みない自棄行為よ！」
　そんなことくらいでは、暴れ馬は止まらない。
（それにしても……）
　
　
　伊織は思う。
（何でアオノリはこの案件を生徒会に投げたんだろうね。確かに、志津子ちゃんに任せるよりはここの方が事は穏便に済ますことが出来る。でもそれなら、自分で調べるとか何とか言って黙認すればいい。学生同士で話し合って問題点を見つけましょう、って内容でもない）
　瑛里華の熱弁に桐葉が冷たく応え、かなでが場を混ぜ返す。白は赤くなってもじもじと俯き、征一郎は静観を決め込む。そんな様子を眺めながら、伊織はあることに気付く。
（ははーん）
　さっと、周囲を一瞥する。
（アオノリは当事者が誰か分かってたんだな。それで、ここに持ち込めば当人にそれとなく注意できると考えたのか……やってくれる）
　さて、アオノリにはどう報告しようか、そんなことを考えながら、伊織は背もたれに体を預けた。
　
　窓の外は、既に暗くなっていた。
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